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自らの利益のみを追求するのではなく，常に相手や社会

にも幸せをもたらす，「自分良し，相手良し，第三者良

し」の「三方良し」の精神を行動の拠りどころとする

ことが必要です。当社ではそのための目標として

「BiggestよりもBest」という言葉を掲げ，いつの世に

おいても社業の規模拡大よりも質の高い技術の開発，お

客様のニーズに応える製品の提供に力を注いでおります。

先述の創業100周年に，次代に向けて，これらを再

構築した理念体系（下図）を策定し，これをイシダの心

として，日々活動しています。

Q 理念浸透のために，具体的にどのような取組をさ　

れていますか。

主要事業所では月に1度，全員朝礼という形で，社

長が自身の経験に基づいた人生訓と企業哲学に照らし

あわせて語る訓辞の時間を持っています。堅苦しいも

Q  始めに，貴社の概要をお願いします。

明治26年（1893年）5月，日本初の民間ハカリ

メーカーとして京都に創業しました。長く石田衡器製

作所の社名で親しまれて参りましたが，産業技術の進

展とお客様のニーズに応え事業内容も広がってきたた

め，創業100周年を迎えた平成5年（1993年）を

機に，現在の社名に変更しました。現在では計量を基

軸にしつつ，検品や包装，値付け，在庫管理，出配荷

など，モノが生まれてから消費者の皆様の手に届くま

での過程を，的確で迅速にコントロールする業務とと

もに，企業に向けた総合的な効率経営のサポートをさ

せていただいています。

営業面では，お客様第一をモットーに，全国38ヶ

所の事業所を軸に販売とサービスの拠点を置き，ABC

サービス(A：アフターサービス，B：ビフォアサービ

ス，C：コンサルティングサービス)により地域に密着

した活動を展開しています。また，ヨーロッパ，アジ

ア，アメリカなど19ヶ国に現地法人を設け，世界

100ヶ国以上の顧客にサービスを提供し，産業用計

量機分野での海外シェアは70％です。

従業員数はグループで約2,800名。平成20年度の

連結売上高は724.7億円でした。

Q 企業理念を御紹介ください。

当社には，「人々に喜ばれ，社会に役立つ企業は“世

の適者”として永続する」という信念が貫かれています。

どんな時代になっても，社会に必要とされ，認められる

存在であれば，人も企業も生かされます。そのためには，

株式会社イシダの場合

今回は，明治時代に創業し116年を経られ

た株式会社イシダを，左京区聖護院にお訪ねし

ました。総務人事部次長の金井俊樹さんと同部

人事課係長の吉田和広さんに，「社員の個性と

誇りを尊重し，会社を取り巻く人々に喜ばれ，

社会に役立つ」ことを旨とされる企業活動につ

いてお話を伺いました。

総務人事部次長の金井俊樹さん（右）と，人事課係長の吉田和広さん（左）

会社存続の鍵は，いつの時代も
人々に喜ばれる「世の適者」であること
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体制を確立し，社員の成長を職場で共有できる環境を

つくっています。

Q 特徴的な制度についてお聞かせください。

まずは個人の成長があって，それが集結す

ることで組織と会社が成長するという考え方

のもと，「三方良し」の精神に基づく独自の

MBO（目標による管理制度）を採用してい

ます。目標管理はノルマ管理とは違います。

「いい仕事」をすることにより「個人の成長」，

そして，「業績の向上」を実現することを目

的としています。

一般的には，ノルマ管理は，上司が部下の

目標をノルマとして締め付けますが，当社の

目標管理は，担当者が，上司・職場メン

バーと本音の対話・ミーティングをしっかりと行っ

たうえで，「いい仕事」をするために各個人で目標を設

定し，自己統制するものです。

このように，「職場メンバーが互いに連携し合える環

境」をベースに各個人が仕事を遂行し，個人の目標達成

と同時に組織の目標の達成を目指します。

つまり，「上司と職場メンバーが職場目標を共有して，

全員で達成する」ことになり，まさに職場マネジメント

そのものとなるのです。

Q 最後に，社会とのつながりの中での活動について　

御紹介ください。

当たり前のことですので御紹介と言われますと困って

しまうのですが，強いて言えば，「ハカリの学習」とし

て児童向きに作った

本をもとに，リ

クエストがあれ

ば小学校への出

張授業に応じる活

動を続けていること

や，環境配慮型製品

の開発及び企業活動

における環境負荷低

減に努めていること，社員有志による業務時間外の会

社周辺などの清掃活動などでしょうか。

ですが，突き詰めれば，日々の企業活動の中で社員

一人一人が「世の適者」であることが，企業存続への

道であると同時に，社会貢献への道であると考えてい

ます。その意味でも，当社の歴史の中で先人が苦難を

乗り越え実践してきた企業哲学をしっかりと受け止め，

どのような時代になっても，「人々に喜ばれ，社会に

役に立つ」ことができる，次代の豊かな人間を丁寧に

育んでいくことこそが，当社の社会的責任だと心得，

これからも日々前進を続けて参ります。

本日は貴重なお話をありがとうございました。

のではなく，非常に明瞭でわかりやすく，社員皆に理解

しやすく語られるものです。朝礼に出られない社員のた

めにも「web」で発信するほか，研修や社内報でも紹

介します。また日々の仕事の中でも，社長が現場を回

り，自らの言葉で，また態度で示

す企業理念が常にシャワーのよう

に注ぎ続けられているというのが

実感です。“お客様第一”という思

い，そして“苦しい状況にも人員

整理をしない”というメッセージ

などが決してぶれることなく発せ

られ，それがダイレクトに社員の

心に入って来る。社員もそれを真

摯に受け止め，自然と応えたいと

いう気持ちになっています。親の

背中を見て子が育つように，トッ

プの姿に社員が学ぶ形です。実際，日々の業務に迷いが

生じた時も，理念に基づいた行いをすれば解決していき

ます。こういった体験を重ねるうちに，理念がより深く

浸透していることを感じます。

また，同じく全員朝礼の時に，各事業部からの発表

の機会を設け，情報の共有化を図っていることも，意

識統一や風通しのよい社風づくりのベースになってい

ます。

Q 採用や就労継続について，どのようなことを心掛け

ておられますか。

面接とは，選考だけではなく，お互いが理解し合う

機会ととらえています。つまり，就職希望者にとって

は，自分の個性や能力を長期間にわたり十分に発

揮できる企業を見つけ出すことであり，当社にとって

は，当社で能力等を発揮できる人材を発見することで

す。ですから，まず心掛けるのは，常に対等の立

場であること。先入観を持たずに，ハカリで言うと

目盛りがゼロのフラットな状態から始めます。お互い

が本音で話し合い，理解し合った結果，合意に達すれ

ば内定となります。そして，内定者とは，入社までの

間に，内定者通信というコミュニケーションペーパー

を毎月やり取りします。会社からは動き等を紹介し，

内定者からは「働くとはどういうことなのか」「社会人マ

ナーについて」「将来の夢」等，様々なテーマについ

ての意見などを提出してもらい，それに対してフィー

ドバックを行っています。この時期に，真剣に会社で

働くということや社会のことを考えることは決して無

駄ではないと思っているからです。このペーパーは，

入社1～2年後に返却し，今度は自身の振り返りと後

輩の気持ちを考える資料にしてもらっています。

こうした姿勢が功を奏してか，3年以内の離職率

が3割とも言われる昨今，当社の場合は今のところ

数パーセントという数字にとどまっています。それでも

世間一般には増加傾向にあるようですので，ヒヤリン

グや全体研修の機会などを定期的に設け，フォロー

はかりの世界を国語・理科・算
数にわけて紹介する本。ホーム
ページでも掲載している。

研修風景

社長の訓辞をまとめた冊
子。創業110年に発刊さ
れ，以来，新入社員への
配付をはじめ社内資料と
して活用されている。
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｢人権情報誌vol.36｣ と ｢企業向け人権問題情報誌vol.51｣  合併号〔2009年12月発行〕 

京都市文化市民局市民生活部人権文化推進課 
〒604-8571 京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488番地   
TEL 075-222-3381，FAX 075-222-3194 
 URL http://www.city.kyoto.lg.jp/bunshi/soshiki/6-2-3-0-0.html（｢市民啓発担当｣・｢企業啓発担当｣） 
※この冊子はホームページでも御覧いただけます。 
　また，区役所･支所のまちづくり推進課，市役所案内所ほかで配布しています。 
 京都市印刷物　第213088号 

【日　時】：平成22年1月12日（火） 14：00～16：30 
【場　所】：京都御池創生館 地下1階研修室［中京区御池通柳馬場北東角　TEL 075-252-5105］ 
【テーマ】：身近な事柄から人権を考える　～職場，家庭等で日頃感じている思いや疑問について～ 
【講　師】：金 香百合　氏（HEALホリスティック教育実践研究所所長） 

【日　時】：平成22年1月21日（木） 14：00～16：00 
【場　所】：集合・見学…柳原銀行記念資料館［下京区下之町6番地の3　 TEL 075-371-8220］　　　 
　　　　　  講演…崇仁コミュニティセンター［下京区上之町38番地　TEL 075-371-8220］ 
【テーマ】：｢柳原銀行記念資料館｣の誕生と，みんなが主役のまちづくり　 
【講　師】：山内 政夫　氏（柳原銀行記念資料館 事務局長） 

◇申 込 方 法：「企業名・氏名・連絡先，参加希望期・回」を，京都市文化市民局市民生活部人権文化推進課 

　　　　　　　　まで，御連絡ください。TEL 075-222-3381，FAX 075-222-3194 

◇締　　　　切：第Ⅲ期…平成22年1月5日（火），延期による開催講座…平成22年1月14日（木） 

　　　　　　　　第Ⅳ期…第1回：平成22年1月27日（水），第2回：同年2月5日（金），第3回：同年2月19日（金）　　 

　　　　　　　　※定員を超えた場合は，その時点で受付を終了しますので，あらかじめ御了承ください。　 

【個人情報の取扱いについて】 
   いただいた個人情報は，京都市個人情報保護条例に基づき，他の目的に使用しないとともに厳重に管理します。 

「企業向け人権啓発講座(第Ⅲ期)」を開催 「企業向け人権啓発講座(第Ⅲ期)」を開催 ～京都市主催～　

～京都市主催～　

台風の接近により延期と致しました 
 

～京都市主催～　

詳細につきましては，京都市文化市民局市民生活部人権文化推進課企業啓発担当のホームページを御覧ください。 

本年6月から7月に開催しました，平成21年度「企業向け人権啓発講座」第　期の講演録等を，京都市文化 
市民局市民生活部人権文化推進課企業啓発担当のホームページにて公開しています。御参照ください。 

参加費無料 

 第1回　  講演　　　
【日　時】：平成22年2月3日（水） 14：30～16：30 
【場　所】：ハートンホテル京都 1階「宇治伏見」［中京区東洞院通御池上る　TEL 075-222-1191］ 
【テーマ】：一人一人が輝く“社員”全員参画の職場づくり　 
　　　　  　～“仕事と家庭生活の両立＆キャリアアップ（パート→契約→正社員）”支援でますますの輝きを～ 
【講　師】：北嶋 政博　氏（㈱藤井大丸 業務推進部 部長），上杉 雪恵　氏（同社 同部 課長） 

 第2回　  企業約100社・学校・区民・行政が手を携えて取り組んでいる地域の集いに参加します
【日　時】：平成22年2月13日（土）13：30～16：30 
【場　所】：京都府総合見本市会館パルスプラザ 3階｢稲盛ホール｣［伏見区竹田鳥羽殿町5　TEL 075-611-0011］ 
【テーマ】：人権文化の町をひとりひとりの心から　 
【内　容】：「第15回 ふしみ人権の集い」 
　　　　　 第1部 活動報告：人権の集いの15年と竹田の子守唄の10年　 
　　　　 　 第2部 記念公演：響け鼓動！届け歌声！解放へのメッセージ！～被差別の文化， 子守唄と太鼓を重ねて～ 

    第3回　  講演　　　
【日　時】：平成22年2月26日（金）14：30～16：30 
【場　所】：新・都ホテル 地下1階「陽明殿」［南区京都駅八条口西側　TEL 075-661-7111］ 
【テーマ】：あなたの企業は，「ちゃんと（C），社会と（S）， 連携しています（R）」か？ 
　　　　　   ～次の秋， 社会的責任の国際的ガイダンス規格（ISO26000）が発行されます～ 
【講　師】：関 正雄　氏（㈱損害保険ジャパン 理事 CSR統括部長，ISO/SR国内委員会委員・日本産業界代表エキスパート）　 

「企業向け人権啓発講座(第Ⅳ期)」を開催 「企業向け人権啓発講座(第Ⅳ期)」を開催 

◇ 主に企業の経営者層等を対象とした講座  ◇ 定　員：20名(先着順)　◇講演 

｢企業向け人権啓発講座｣を開催 ｢企業向け人権啓発講座｣を開催 
参加費無料 ◇主に企業の人権研修推進者等を対象とした講座  ◇定員：25名(先着順)　◇講演・施設見学 

参加費無料 ◇ 主に企業の人権研修推進者等を対象とした講座  ◇ 定　員：各回50名(先着順) 
 




